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１１月１０日にみらいづくりプラン推進会議 第１７回本会議を開催しました。令和４年度アクションプラン

上半期進捗状況の報告、各団体で進める取組みの共有等を行いました。

また、事務局より令和４年６月１９日に開催した地域説明会の報告があり、参加者構成、アンケート結果、

会場でいただいたご意見などの共有を行いました。

裏面では、これまで継続検討しておりました「センター地区のエレベーター増設」について記載していま

すのでご参照ください。また、ショッピングタウンわかば開業４０周年祭の様子も紹介します。

横浜若葉台
みらいづくりプラン推進会議ニュース
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・視察等の積極的な受入れ

横浜市山中市長、ベトナム国会議員 など

・メディア

NHK BSドラマ「拾われた男」撮影、放映

WHO西太平洋地域事務局 HP動画掲載

「シティプロモーションの推進」

５．若葉台ブランド・ライフスタイル２．地域包括子育て

「こどもみらいづくり宣言」の実践取組み

・10/2 東マンション地区

多世代交流イベント実施。

（折り紙を楽しむ

子供たちの様子）

・ピロティ、集会室開放の

実現に向けた検討。

商店街活性化部会取組み

地域ぐるみの新たな取組み

３．安全・安心・健康まちづくり

・センター地区のエレベータ増設への取組み。

維持管理費などの合意形成（詳細は裏面参照）

・多様多機能の交流拠点整備

8/26 Wakka開所

・障害者等サポート部会の継続。

４．住環境と公共空間のリノベーション

「多様な住戸プラン・環境を活かした住替支援

と旧西中跡地の本格利活用」に向けて

６．総合的なエリアマネジメント

・回復リハビリ病院、福祉施設の事業実施に

関する調整、協力（計画概要は「みんなの若葉

台」参照）

・商店街利用促進、活性化の議論を継続。

・空き店舗解消に向けた

8/26店舗開店。

Wakka、

BOOK STAND若葉台

（はなパン12月オープン）

・ショッピングタウンわかば

開業40周年祭。（裏面）

１．中心街をエンジンとして活性化

・高齢者向け公社賃貸住宅の１戸募集。

継続して、下期は４戸整備予定。

･障害者モデル住宅（賃貸）は設計着手。

下期に整備予定。

・旧若葉台西中学校跡地活用検討・調整委員会

による本格活用検討を継続。

１０月に経過報告会を開催。



◇ご意見等ございましたら、若葉台まちづくりセンターホームページのお問い合わせページもしくは
みらいづくりプラン推進会議事務局公社担当（賃貸事業部若葉台創生課045-651-1957）まで。
若葉台まちづくりセンター：http://www.wakabadai-kc.or.jp/ 神奈川県住宅供給公社：http://www.kanagawa-jk.or.jp/

センター地区へのエレベーター増設について

次回の全体会議は令和５年５月下旬に開催予定です。

本年度アクションプランの下半期進捗報告、令和５年度アクションプラン設定を予定しています。

ショッピングタウンわかばは11月に40周年を迎え、11月13日から11月20日
までの8日間「開業４０周年祭」が開催されました。
この開業40周年祭に向けては、商店街活性化部会で地域との協働を検討し、

地域協力のもと、花火大会の開催や紅白もちの配布、霧が丘高等学校吹奏楽部
による演奏会なども同時開催されました
引続き、オール若葉台のまちづくりへのご支援と４０周年を迎えたショッピングタウンの積極

的なご利用について、ご協力お願いします。

ビアホール

紅白もち配布 花火大会 （2000発!!）

演奏会

センター地区のエレベーター増設については、若葉台全体のまちづくりとして、
維持管理費（実質月20円／戸）を地域全体で負担し、整備費は公社にご協力い
ただくことで検討を進めてきました。
昨年11月から地域への説明ならびに議論を行い、さらに9月末の期限を2か月

延⾧していただき、全管理組合の皆様のご賛同をいただくことを目標に取り組ん
で参りました。
その結果、多くの管理組合様からご賛同（全15管理組合の内11管理組合のご
賛同）を頂きましたが、全管理組合の皆様のご賛同には至らず、地域による維持
管理費の負担が成り立たないことから、残念ながらエレベーター増設は、断念す
ることといたしました。
ご賛同や応援をいただいた多くの皆様に、心より御礼申し上げます。
また、本エレベーター増設は、地域の方々からのご期待・ご要望も強く、今後
改めて地域全体での負担について、合意がいただけた際には、改めてまちづくり
として提案をしていけたらと考えております。
今後も若葉台のまちづくり、課題解決に向けた提案を行う場合は、出来る限り

迅速な情報提供を行ってまいります。


